









































































地理的軸 人口統計的軸 行動面の軸 心理的軸
地域 年齢 購買機会 ライフスタイル

































● 規模の経済性 ● コスト・パフォーマンス比が急速に向上している場合
● 製品差別化 ● 代替品の産業が高い利益水準を達成している場合
● 巨額の投資 ４．買い手の交渉力
● スイッチング・コスト ● 買い手の集中度
● 流通チャネルの確保 ● 取引製品の重要性
● 規模の経済性以外のコスト面での不利 ● 製品の差別化の程度
● 政府の政策 ● スイッチング・コスト
２．既存競争業者の間の敵対関係の強さ ● 買い手産業の収益性
● 競争業者の同質性 ● 買い手の垂直統合可能性
● 業界の成長性 ● 買い手にとっての売り手の重要性
● 巨額の投資 ● 買い手の情報量
● コスト構成 ５．売り手の交渉力
● 製品差別化の程度 ● 売り手の集中度
● 生産能力の可変性 ● 製品の代替可能性
● 競争業者の戦略的異質性 ● 売り手にとっての買い手の重要性
● 競争の成果の大きさ ● 買い手にとっての取引製品の重要性















つの基本戦略が提案されている（Porter, 1980; Kotler, 1980)。これらの理論のポイントは、環境分
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